
社会資本総合整備計画
小幡地域における観光資源を活用した地域活性化

【平成22～26年度】

事後評価シート

・甘楽町小幡地区都市再生整備計画事業
【平成22～26年度】

平成27年1月

群馬県甘楽町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名

交付期間

A基幹事業

B関連社会資本
整備事業

C効果促進事業

A基幹事業 数値は据え置く

B関連社会資本
整備事業

C効果促進事業

A基幹事業 数値は据え置く

B関連社会資本
整備事業

数値は据え置く

C効果促進事業 数値は据え置く

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 評価値

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

小幡地域における観光資源を活用した地域活性化

公園（小幡公園）、高次都市施設（ふるさと伝習館（地域交流センター）整備）、提案事業(歴史まちづくり講習会）都市再生整備計画事業

交付対象事業費

地区名

町道　遠出居7号線整備事業

削除/追加の理由 目標、指標、数値目標への影響

-

-

平成22年度～平成26年度 平成26年度事後評価実施時期

群馬県 市町村名

当初計画
から

削除した
事業

-

甘楽町

-

1,257百万円（A：878百万円、B：260百万円、C：119百万円）

平成22年度～平成26年度

なし

目標値 数　　値

目標
達成度

△

目標
達成度

H26

147,000

31,000

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
持続的なまちづくり

体制の構築
ボランティアによる楽山園の維持管理組織「楽山園友の会」が発
足した。

自らが学び実践する人材の育成・向上を目的に、観光まちづくり
ワークショップ及び歴史文化まちづくり講習会を開催した。

人

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

19,813

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

7,527

今後も楽山園の活動のみならず、積極的にまちづくりに参加できる体制を構築するな
ど継続的な活動の支援を行う。

歴史民俗資料館観覧者数

住民参加
プロセス

都市再生整備計画に記載し、実施できた

モニタリング なし

周遊拠点施設を整備し、来訪者の回遊性を向上させる
施設や利便性を高める施設等を各所に整備することに
より、地域外からの来訪者だけでなく地元の利用者に
とって効果があり、甘楽ふるさと館の日帰り利用者数
の増加に寄与した。

平成27年6月

今後も住民が参加できる場を設けて、事業を行っていく。
 ５）実施過程の評価

住民参加による観光まちづくりワークショップやシンポジウムを行うことができ、住民意識が高まり、観光まちづくりへの住民協働の素地づくりができた。
具体的活動として、ボランティアによる楽山園の維持管理組織「楽山園友の会」が発足して活動を行っている。また、小幡エリアの観光案内組織「甘楽町観光案内の会」の会員数も増えて継続的な活動が活発化している。

平成27年6月

実施内容 実施状況

その他の
数値指標１

今後の対応方針等

周遊拠点施設を整備し、来訪者の回遊性を向上させる
施設や利便性を高める施設等を各所に整備することに
より、歴史民俗資料館観覧者数の増加に寄与した。

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

27,000 H21

1年以内の
達成見込み

交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

128,000

-

秋畑地区交通・交流拠点整備事業、自然体験空間整備事業、スマートIC整備事業、山車収納庫整備事業、ちぃじがき集落周遊施設整
備事業

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値

指標1

○

地区内宿泊者及び休憩者数
（甘楽ふるさと館）

人

H21

事業名

指　標

都市再生整備計画事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

数　　値

道路（久保、下夕町線整備）、地域生活基盤施設（案内板等整備事業）、高質空間形成施設（楽山園周辺道
路整備）、高次都市施設（周遊拠点施設整備）、既存建造物活用事業（信州屋保存・修理、名勝楽山園周辺
整備、周遊拠点施設整備）、街なみ環境整備事業（松浦氏屋敷保存・修理、有賀茶店保存・修理、下町組
合事務所保存・耐震改修）、提案事業（ふるさと伝習館整備、ピザ窯整備、観光交流センター整備、地域コ
ミュニティ組織づくり）

街なみ環境整備事業（高橋氏旧宅保存・改修、雄川堰(小堰)改修)

目標値

都市再生整備計画事業
高橋氏旧宅：所有者との協議が整わなかったため
雄川堰改修：他事業に移行して実施したため

歴史資源を活かした観光交流を活性化するため

小幡地区へのアクセス向上のため

基幹事業の効果を促進させ、歴史資源を活かした観
光交流を活性化するため

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

その他の
数値指標２

甘楽ふるさと館休憩利用者数 人 18,180 H21

4,358 H21

従前値
指　標

329,110指標２

モニタリング

平成27年6月

周遊拠点施設を、魅力ある施設として整備することに
よって、農産物直売所利用者の増加に寄与した。
併せて、来訪者の回遊性を向上する施設を整備するこ
とによって、甘楽町の魅力向上が図られた。また、地元
経済の活性化、地元雇用の創出にもつながった。

効果発現要因
（総合所見）

農産物直売所利用者数
（甘楽町物産センター）

人 H26

27,554

モニタリング

平成27年6月

フォローアップ
予定時期

1年以内の
達成見込み

従前値とほぼ同じであり、目標値に達していないもの
の、近年の傾向より改善しており、一定の効果はみら
れる。

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期



様式２－２　地区の概要（基幹事業）

単位：人 27,000 H21 31,000 H26 27,554 H26

単位：人 128,000 H21 147,000 H26 329,110 H26

単位：人 4,358 H21 - - 7,527 H26

単位：人 18,180 H21 - - 19,813 H26

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・道の駅を入口とした、徒歩によるまちなか回遊性の向上と回遊エリアの拡大による来訪者の滞在時間の延長化
・残された歴史資源の整備による魅力向上
・歴史的景観の維持、向上
・整備された施設を活用したイベントや、様々な主体と協働したPRの実施と継続的な情報の更新

まちの課題の変化

・交流拠点となる道の駅の利用者や、歴史民俗資料館の来訪者が増えるなど、交流人口の増加が見られた。
・楽山園に隣接して、ふるさと伝習館を整備することができ、小幡地区の中心から、城下町小幡の歴史文化についての情報発信ができるようになった。
・まちの玄関口・交流拠点施設として道の駅を開設することができ観光交流を促進することができた。また、ふるさと伝習館や信州屋などの交流施設を、まちの各所に整備することができ、交流施設の回遊性も向上した。
・甘楽ふるさと館の利用者が横ばいであり、魅力向上を図る必要がある。

目標値 評価値

地区内宿泊者及び休憩者数
（甘楽ふるさと館）

甘楽ふるさと館休憩利用者数

社会資本総合整備計画「小幡地域における観光資源を活用した地域活性化」の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

歴史的な遺産に恵まれた小幡地区に、消費者ニーズに応えながら城下町小幡独自の観光情緒を創出していく。
小幡地区に多く残る歴史文化遺産を保存しながら歴史的な景観を活かし、観光産業等において地域住民が参画
する地に足のついた取組を行う。交流人口創出を基盤に調和の取れた景観構築を進めるとともに、人に優しい空
間を創出し、在住・来訪者を問わず、誰もが憩える場を設置する。これらに併せて、耐震改修等を進め効率的に
町の景観づくりを展開する。

農産物直売所利用者数
（甘楽町物産センター）

歴史民俗資料館観覧者数

■街並み環境整備事業 

 有賀茶店保存・修理事業 

■高次都市施設 

 ふるさと伝習館（地域交流センター）整備事業 
■既存建造物活用事業 

 名勝楽山園周辺整備事業 

■高次都市施設 

■既存建造物活用事業 

 周遊拠点施設整備事業 

■公園 
 小幡公園整備事業  
    園路、広場等 0.4ha 

■高次都市施設（560.12㎡） 

 ふるさと伝習館（地域交流センター）整備事業 

    ふるさと伝習館施設  
    鉄骨造瓦葺き平屋建て建築面積837.46㎡ 

 

 

□ 提案事業 
 ◎地域創造支援事業 
  ・ふるさと伝習館（地域交流センター）整備事業 
     （277.34㎡） 
  ・ピザ窯整備事業 1基 
  ・既存建造物活用（観光交流センター）整備事業 
   
 ◎まちづくり活動推進事業 

  ・歴史まちづくり（歴史･文化･景観）講習会  
  ・地域コミュニティ組織づくり事業  

      凡例 

□ 提案事業 

■ 基幹事業 

雄川堰 
(小堰) 

凡例 

□ 提案事業 

■ 基幹事業 

雄川堰 
(小堰) 

■高質空間形成施設 
 楽山園周辺道路整備事業 

     路面補修、電柱移設 L=1.0km 

■道路 
 久保、下タ町線整備事業  
     町道の整備 L=265m 

■街なみ環境整備事業 

 有賀茶店保存・修理事業 

     保存及び修理 1棟 

■既存建造物活用事業 
 信州屋保存・修理事業 

     保存及び修理 1棟 

■街なみ環境整備事業 
 松浦氏屋敷保存・修理事業 

     保存及び修理 1棟 

■既存建造物活用事業 
 名勝楽山園周辺整備事業 

     名勝楽山園との一体整備 1棟 
■高次都市施設 
■既存建造物活用事業 
 周遊拠点施設整備事業  
    情報発信拠点施設 0.34ha  

■地域生活基盤施設 
 案内板等整備事業 
  案内板及び情報板の設置 
 

■街なみ環境整備事業 
 下町組合事務所保存・耐震改修 
       保存及び修理 1棟 



様式２－２　地区の概要（関連社会資本整備事業、効果促進事業）

単位：人 27,000 H21 31,000 H26 27,554 H26

単位：人 128,000 H21 147,000 H26 329,110 H26

単位：人 4,358 H21 - - 7,527 H26

単位：人 18,180 H21 - - 19,813 H26

評価値

農産物直売所利用者数
（甘楽町物産センター）

歴史的な遺産に恵まれた小幡地区に、消費者ニーズに応えながら城下町小幡独自の観光情緒を創出していく。小幡
地区に多く残る歴史文化遺産を保存しながら歴史的な景観を活かし、観光産業等において地域住民が参画する地に
足のついた取組を行う。交流人口創出を基盤に調和の取れた景観構築を進めるとともに、人に優しい空間を創出し、
在住・来訪者を問わず、誰もが憩える場を設置する。これらに併せて、耐震改修等を進め効率的に町の景観づくりを展
開する。

地区内宿泊者及び休憩者数
（甘楽ふるさと館）

甘楽ふるさと館休憩利用者数

社会資本総合整備計画「小幡地域における観光資源を活用した地域活性化」の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値

歴史民俗資料館観覧者数

 
                        

基 幹 事 業 

関連社会資本整備事業 

 1-B-1 町道遠出居７号線整備事業 

1-A-1 甘楽町小幡地区都市再生整備計画事業 

1-C-1 秋畑地区交通・交流拠点整備事業 

効 果 促 進 事 業 

凡 例 

1-C-2 自然体験空間整備事業 

1-C-3 スマートIC整備事業 

1-C-4 山車収納庫整備事業 

1-C-5 ちぃじがき集落周遊施設整備事業 


